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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第53期

第３四半期
連結累計期間

第54期
第３四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自 2021年４月１日

至 2021年12月31日

自 2022年４月１日

至 2022年12月31日

自 2021年４月１日

至 2022年３月31日

売上高 （千円） 8,624,123 5,018,096 11,127,984

経常利益又は経常損失（△） （千円） 630,059 △935,865 717,281

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

又は親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

（千円） 369,976 △816,032 475,016

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 534,456 △458,313 678,586

純資産額 （千円） 11,153,875 10,564,724 11,298,005

総資産額 （千円） 17,870,569 20,115,724 17,371,961

１株当たり四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

（円） 26.59 △59.35 34.24

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 61.5 51.4 64.0
 

 

回次

第53期

第３四半期

連結会計期間

第54期

第３四半期

連結会計期間

会計期間
自 2021年10月１日

至 2021年12月31日

自 2022年10月１日

至 2022年12月31日

１株当たり四半期純利益
又は四半期純損失（△）

（円） 8.05 △21.89
 

(注1) 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており
ません。

(注2) 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ
ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等、投資者

の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間末現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経営環境は、世界的な半導体不足及び原油高の影響

が顕在化してきた中で、ウクライナ情勢の緊張が長期化し、先行きの懸念が極めて強まっている状況となっており

ます。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大は縮小の傾向を見せているものの、今後の再拡大も懸念される

ため、先行き不透明な状況が続いております。

また、日本経済は、世界的な半導体不足及び原油高の影響のみならず、部品等の供給不足の影響を受けており、

企業の設備投資も弱含んだ状況が続いております。なお、当社グループが主力取引先としている中国及び東南アジ

アの自動車及びタイヤ業界の設備投資については、当第３四半期連結累計期間において堅調に推移しており、当社

の主力顧客である中国企業の欧州や東南アジア等への海外進出が続いております。

また、国内自動車関連メーカーの設備投資につきましては、電動化の推進やカーボンニュートラルなどの世界的

潮流への対応に注力するなか、電気自動車等の環境や省エネに配慮した自動車部品に対する製造・研究開発分野へ

の投資が続いておりますが、半導体不足や各種素材の価格高騰や供給不足などの懸念材料もあるため、設備投資に

ついては実施時期を慎重に検討されております。

このような経営環境の中で当社グループは、生産ライン用の試験装置であるバランシングマシンとともに、研究

開発用でありイニシャルコストとランニングコストの低減が見込める電気サーボモータ式振動試験機の営業活動

を、国内及びアジアを中心に積極的に展開しております。この結果、中国をはじめとするアジアのタイヤメーカー

向けの生産ライン用タイヤ関連試験機や、国内自動車部品メーカー向けの電気サーボモータ式振動試験機等の受注

を獲得いたしました。また、高額受注としましては、国内の官公庁向けの震度情報ネットワークシステム更新のた

めの地震計の受注（当第４四半期売上検収予定）を獲得しております。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高50億１千８百万円（前年同四半期

比41.8％減）、営業損失11億７百万円（前年同四半期は５億３千７百万円の利益）、経常損失９億３千５百万円

（前年同四半期は６億３千万円の利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失８億１千６百万円（前年同四半期は

３億６千９百万円の利益）となりました。

売上高につきましては、部品等の供給不足に伴う製品製造期間の長期化や、新型コロナウイルス感染症の影響に

伴う客先との納期調整や海上輸送船舶及びコンテナ不足に伴う輸出待ちは継続しており、アジアのタイヤメーカー

を中心としたバランシングマシンの売上検収が減少したことや、国内向けの電気サーボモータ式振動試験機の売上

検収が減少したため、前年同四半期と比較して減少しております。利益面につきましては、減収の影響により、前

年同四半期と比較して減少しております。
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セグメントの経営成績は以下のとおりであります。

　

〔日本（国際計測器株式会社）〕

主に海外向けバランシングマシン及び国内向け電気サーボモータ式振動試験機の出荷・検収が減少したた

め、全体として出荷・検収は減少いたしました。

その結果、売上高は減少し、経常損失となりました。

　　　　　　売上高　　　　　　　　　　36億６千１百万円（前年同四半期比52.2％減）

　　　　　　経常損失　　　　　　　　　９億７千１百万円（前年同四半期は８億５千８百万円の利益）

 
〔日本（東伸工業株式会社）〕

電力業界からのクリープ試験装置や腐食環境試験装置などの受注が減少し、材料試験機の出荷・検収が減少

いたしました。

その結果、売上高は減少し、経常損失となりました。

　　　　　　売上高　　　　　　　　　　　　１億４千万円（前年同四半期比40.5％減）

　　　　　　経常損失　　　　　　　　　　　３千１百万円（前年同四半期は３百万円の利益）

 
〔米国〕

米国のタイヤメーカーへのバランシングマシン及び自動車部品メーカーへの電気サーボモータ式振動試験機

の出荷・検収が増加いたしました。また、売上原価が増加いたしました。

その結果、売上高は増加したものの、経常損失は前年同四半期と比較して増加いたしました。

　　　　　　売上高　　　　　　　　　　４億９千７百万円（前年同四半期比69.2％増）

　　　　　　経常損失　　　　　　　　　１億３千１百万円（前年同四半期は８千８百万円の損失）

 
〔韓国〕

韓国大手自動車関連メーカーへのバランシングマシンの出荷・検収が減少いたしました。また、売上原価が

減少いたしました。

その結果、売上高は減少したものの、経常利益は前年同四半期と比較して増加いたしました。

　　　　　　売上高　　　　　　　　　　９億７千３百万円（前年同四半期比2.2％減）

　　　　　　経常利益　　　　　 　　　　　７千３百万円（前年同四半期比32.3％増）

 
〔中国〕

中国国内のタイヤメーカーへのバランシングマシン及び自動車関連メーカーへの電気サーボモータ式振動試

験機の出荷・検収が増加いたしました。

その結果、売上高は増加し、経常利益となりました。

　　　　　　売上高　　　　　　　　　　７億９千４百万円（前年同四半期比112.6％増）

　　　　　　経常利益　　　　　　　   　　６千７百万円（前年同四半期は２千８百万円の損失）
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②財政状態の分析

　（資産の部）

当社グループの当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、201億１千５百万円（前連結会計年度末比27億４千

３百万円増）となりました。これは、売上債権の回収や売上の減少により受取手形及び売掛金が減少（前連結会

計年度末比５億７千４百万円減）したものの、現金及び預金が増加（前連結会計年度末比９億８千７百万円増）

したことや第４四半期以降に出荷予定の仕掛案件の進捗により仕掛品が増加（前連結会計年度末比17億１千万円

増）したことが主たる要因であります。

 

　（負債の部）

当社グループの当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、95億５千万円（前連結会計年度末比34億７千７百

万円増）となりました。これは、課税所得の減少により未払法人税等が減少（前連結会計年度末比１億５千３百

万円減）したものの、仕入が増加したことにより支払手形及び買掛金が増加（前連結会計年度末比９億７千６百

万円増）したことや受注の増加により前受金が増加（前連結会計年度末比５億４千３百万円増）したこと及び運

転資金拡充のため借入を実行したことにより１年内返済予定の長期借入金が増加（前連結会計年度末比７千１百

万円増）したこと及び長期借入金が増加（前連結会計年度末比22億３千２百万円増）したことが主たる要因であ

ります。

 

　（純資産の部）

当社グループの当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、105億６千４百万円（前連結会計年度末比７億３

千３百万円減）となりました。これは、為替換算調整勘定が増加（前連結会計年度末比３億２千７百万円増）し

たものの、親会社株主に帰属する四半期純損失を計上したことなどにより利益剰余金が減少（前連結会計年度末

比10億９千万円減）したことが主たる要因であります。

 

(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はありませ

ん。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は９千４百万円であります。

 
 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 21,200,000

計 21,200,000
 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2022年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 14,200,000 14,200,000
東京証券取引所

 スタンダード市場 
単元株式数は100株

であります。

計 14,200,000 14,200,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年10月１日～
2022年12月31日

― 14,200,000 ― 1,023,100 ― 936,400
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である2022年９月30日現在で記載しております。

 

①【発行済株式】

2022年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 451,600
 

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,740,700
 

137,407 ―

単元未満株式 普通株式 7,700
 

― ―

発行済株式総数 14,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 137,407 ―
 

(注) 「単元未満株式」には自己株式が49株含まれております。

 

②【自己株式等】

2022年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）
国際計測器株式会社

東京都多摩市永山
六丁目21番１号

451,600 ― 451,600 3.18

計 ― 451,600 ― 451,600 3.18
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,453,522 6,441,453

  受取手形及び売掛金 3,208,895 ＊１  2,634,276

  商品及び製品 636,721 864,266

  仕掛品 1,841,569 3,552,026

  原材料及び貯蔵品 657,087 797,080

  その他 346,812 749,558

  貸倒引当金 △3,348 △6,662

  流動資産合計 12,141,259 15,032,000

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,119,108 3,127,215

   機械装置及び運搬具 229,484 239,330

   土地 1,305,594 1,307,213

   リース資産 3,036 3,036

   その他 305,451 374,517

   減価償却累計額 △1,961,924 △2,059,622

   有形固定資産合計 3,000,749 2,991,690

  無形固定資産   

   その他 61,247 55,069

   無形固定資産合計 61,247 55,069

  投資その他の資産   

   投資有価証券 373,011 339,199

   繰延税金資産 63,257 175,975

   保険積立金 1,309,773 1,175,875

   その他 667,221 712,113

   貸倒引当金 △244,559 △366,199

   投資その他の資産合計 2,168,704 2,036,964

  固定資産合計 5,230,701 5,083,724

 資産合計 17,371,961 20,115,724
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,322,340 2,298,637

  短期借入金 1,432,000 1,400,000

  1年内返済予定の長期借入金 474,186 545,880

  未払法人税等 218,122 64,728

  賞与引当金 87,536 58,788

  製品保証引当金 132,888 64,113

  前受金 961,427 1,504,781

  その他 372,455 378,488

  流動負債合計 5,000,956 6,315,418

 固定負債   

  長期借入金 570,668 2,802,738

  繰延税金負債 103,524 -

  役員退職慰労引当金 167,696 174,656

  退職給付に係る負債 213,150 216,752

  資産除去債務 17,960 18,178

  その他 - 23,256

  固定負債合計 1,072,999 3,235,581

 負債合計 6,073,956 9,550,999

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,023,100 1,023,100

  資本剰余金 936,400 936,400

  利益剰余金 9,036,725 7,945,726

  自己株式 △327,223 △327,223

  株主資本合計 10,669,002 9,578,002

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 219,527 196,006

  為替換算調整勘定 239,763 567,375

  その他の包括利益累計額合計 459,291 763,382

 非支配株主持分 169,711 223,340

 純資産合計 11,298,005 10,564,724

負債純資産合計 17,371,961 20,115,724
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 8,624,123 5,018,096

売上原価 5,751,802 3,875,911

売上総利益 2,872,320 1,142,185

販売費及び一般管理費   

 製品保証引当金繰入額 98,725 9,022

 貸倒引当金繰入額 69,270 124,890

 役員報酬 293,327 257,477

 給料手当及び賞与 605,189 611,852

 賞与引当金繰入額 18,938 25,386

 退職給付費用 18,198 17,816

 役員退職慰労引当金繰入額 6,760 6,960

 運賃 289,565 183,904

 減価償却費 22,989 25,764

 研究開発費 36,064 94,663

 その他 875,675 891,493

 販売費及び一般管理費合計 2,334,705 2,249,232

営業利益又は営業損失（△） 537,615 △1,107,046

営業外収益   

 受取利息及び配当金 23,720 62,008

 為替差益 73,948 109,869

 その他 10,092 28,726

 営業外収益合計 107,760 200,604

営業外費用   

 支払利息 9,389 14,046

 売上債権売却損 784 1,875

 保険解約損 1,072 9,971

 その他 4,070 3,530

 営業外費用合計 15,316 29,424

経常利益又は経常損失（△） 630,059 △935,865

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

630,059 △935,865

法人税、住民税及び事業税 266,437 43,137

法人税等調整額 △15,749 △193,142

法人税等合計 250,687 △150,004

四半期純利益又は四半期純損失（△） 379,372 △785,860

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,395 30,171

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

369,976 △816,032
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 379,372 △785,860

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 66,345 △23,521

 為替換算調整勘定 88,739 351,068

 その他の包括利益合計 155,084 327,547

四半期包括利益 534,456 △458,313

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 531,685 △511,941

 非支配株主に係る四半期包括利益 2,771 53,628
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用すること

としております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
（米国財務会計基準審議会会計基準編纂書（ASC)第842号「リース」の適用）

米国会計基準を採用している在外連結子会社において、第１四半期連結会計期間より、ASC第842号「リース」を適

用しております。

これにより、当該在外連結子会社における借手のリース取引については、原則としてすべてのリースを貸借対照表

に資産及び負債として計上することといたしました。

当該会計基準の適用にあたっては、経過措置で認められている、当該会計基準の適用による累積的影響を適用開始

日に認識する方法を採用しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、使用権資産は有形固定資産の「その他」が53,537千円、リー

ス負債は流動負債の「その他」が22,386千円、固定負債の「その他」が31,150千円、それぞれ増加しております。

なお、当第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書に与える影響はありません。

 
(追加情報)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定に

ついて重要な変更はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

＊１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期連

結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

受取手形 － 1,256千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

減価償却費 105,609千円 106,292千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日
定時株主総会

普通株式 140,783 10 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金

2021年11月８日
取締役会

普通株式 137,483 10 2021年９月30日 2021年12月１日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

当社は、2021年８月16日開催の取締役会決議に基づき、自己株式330,000株の取得を行っております。この結果、当

第３四半期連結累計期間において、自己株式が227,700千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が

327,223千円となっております。

 

当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日
定時株主総会

普通株式 137,483 10 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

2022年11月８日
取締役会

普通株式 137,483 10 2022年９月30日 2022年12月１日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

(注)
合計

日本

米国 韓国 中国 計国際計測器
株式会社

東伸工業
株式会社

売上高         

バランシングマ
シン

5,169,557 － 36,732 347,608 143,897 5,697,795 5,685 5,703,481

電気サーボモー
タ式振動試験機

1,408,465 － 54,155 129,051 － 1,591,672 － 1,591,672

材料試験機 － 217,890 － － － 217,890 － 217,890

シャフト歪自動
矯正機

174,692 － － 45,208 26,932 246,833 － 246,833

その他 508,726 － 188,915 51,276 91,381 840,300 23,945 864,245

顧客との契約か
ら生じる収益

7,261,440 217,890 279,804 573,145 262,212 8,594,491 29,631 8,624,123

その他の収益 － － － － － － － －

 外部顧客への
売上高

7,261,440 217,890 279,804 573,145 262,212 8,594,491 29,631 8,624,123

  セグメント間の
内部売上高又は
振替高

398,821 18,900 14,204 422,197 111,419 965,542 99,707 1,065,250

計 7,660,261 236,790 294,008 995,342 373,631 9,560,034 129,338 9,689,373

セグメント利益
又は損失（△）

858,693 3,281 △88,987 55,531 △28,628 799,890 41,148 841,039
 

(注)  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、東南アジア及びヨーロッパ等の現
地法人を含んでおります。

　
２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 799,890

「その他」の区分の利益 41,148

セグメント間取引消去等(注) △210,979

四半期連結損益計算書の経常利益 630,059
 

(注) セグメント間取引消去等には、セグメント間の受取配当金が166,511千円含まれております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

(注)
合計

日本

米国 韓国 中国 計国際計測器
株式会社

東伸工業
株式会社

売上高         

バランシングマ
シン

2,392,337 － 176,556 271,397 411,697 3,251,989 15,288 3,267,278

電気サーボモー
タ式振動試験機

356,637 － 95,446 130,358 61,324 643,767 4,491 648,258

材料試験機 － 121,947 － － － 121,947 － 121,947

シャフト歪自動
矯正機

106,441 － － 58,788 32,958 198,187 25,279 223,466

その他 454,417 － 100,730 82,798 54,581 692,527 64,617 757,145

顧客との契約か
ら生じる収益

3,309,833 121,947 372,733 543,342 560,562 4,908,419 109,677 5,018,096

その他の収益 － － － － － － － －

 外部顧客への
売上高

3,309,833 121,947 372,733 543,342 560,562 4,908,419 109,677 5,018,096

  セグメント間の
内部売上高又は
振替高

351,942 18,974 124,615 430,321 233,908 1,159,760 127,015 1,286,776

計 3,661,775 140,921 497,348 973,664 794,470 6,068,180 236,693 6,304,873

セグメント利益
又は損失（△）

△971,532 △31,172 △131,956 73,494 67,921 △993,244 84,870 △908,374
 

(注)  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、東南アジア及びヨーロッパ等の現
地法人を含んでおります。

　
２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 △993,244

「その他」の区分の利益 84,870

セグメント間取引消去等(注) △27,491

四半期連結損益計算書の経常損失（△） △935,865
 

(注) セグメント間取引消去等には、セグメント間の受取配当金が52,794千円含まれております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
 至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年12月31日)

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失（△） 26円59銭 △59円35銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
369,976 △816,032

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損
失（△）（千円）

369,976 △816,032

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,913 13,748
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第54期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）中間配当については、2022年11月８日開催の取締役会におい

て、2022年９月30日現在の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

(1) 配当金の総額                           　　　 137,483千円

(2) １株当たりの金額                                 10円00銭

(3) 支払請求権の効力発生日及び支払開始日       2022年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

国際計測器株式会社(E02335)

四半期報告書

18/20



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

  2023年２月14日

国 際 計 測 器 株 式 会 社

     取  締  役  会  御  中
  

 

 

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
 

            東　京　事　務　所  
 

 

指定有限責任社員  
公認会計士 大    中    康    宏  

業 務 執 行 社 員  
 

 

指定有限責任社員  
公認会計士 石    田    義    浩  

業 務 執 行 社 員  
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている国際計測器株式

会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、国際計測器株式会社及び連結子会社の2022年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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